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水 稲 の 深 耕， 多 肥 ， 密 植 試 験 の 結 果 に つ い で
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拡

1 ．多　 収 　 穫 　 試 　 験

ま　　え　　が 　　き

　水田の 生産基盤 を深耕； 排水，堆肥の 増肥，客土 な ど

に よ り立 体的 に 拡充し，そ の上 に農業技 術 を総合的 に 応

用 し，水稲 の 躍進的増産 を 図 る た め，本 試 験 を行 つ た。

1． 試 験 方 法 の 概 要

深

堆

客

品

栽植密度

　別 に 1 株苗数の 比較 と して 1本，

区を設 けた 。

　苗代　5 月2．5日 ｝C　lm2 当1・5dlを折衷苗代 に 播種 した。

　田植　 6 月28日に 前進植で 行 つ た。

　本田肥料 （10a 当，成分量）

　　　　　N ．　24   　P ．　26kg 　K 　26kg，　Sll｝こ瑳 it200i9，

　　　　　珪 酸 苦土石炭　300ig 施用 。

　標準田　耕土 13  　施肥量 N ．P ．　K ．共【Okg （10　a 当）

　水管理　6 月22日全 層施 肥 後灌水 し ， 田植迄湛水 ， 田

植後 3 日間は 深水 とし，．そ の 後 1 日灌水 して 2 日問 は 湿

つ た程度 に 水管理す る 。

耕　43  まで ス コ
ッ プで天地 返 し 1 回

肥　43c皿 まで一一・eCOC　8 トン を混 ぜ ，更に 上 層20

　　   に 4 ト ン 施用

土　泥土 を 20 トン 客土し ， 耕耘機に て 20cmgeさ

　　 まで 混ぜ た。

種　西海 62号 （十石 X 全勝 26号）

　　 1m2 当37株　二 条寄植（27cm 十 18c皿 X12   ）

　　 1 株　 3 本植

　　　　　　　　　　　　 2本，3 本，6 本植

de
昭和36年 2 月29日　第25回例 会 で 発 表

　四 場 の 東端に 集水槽 を設 け， 5m 閥 隔 の 暗渠 4 本か ら

排水 され た 水 を ポ ン プ ア ッ プ に よ り田 植後か ら 8 月半ば

ま で と10月は 2 〜3 日に 1 回位宛，又 8 月半ばか ら9 月

末まで 連 日排 水 し た 。

　中耕除草　 7 月 ll日に 第 1回追 肥後 に 中耕除草機に て

　　　　　　行 つ た。

　MCP の 撒布　 7 月2S 日に 10a 当成分量309 を撒布 し

　　　　　　た 。

病　害　虫　防　除

　二 化螟虫，ウ ン カ，ホ リ ドール t，　500倍 液 を 7 月に 2

回撒布。PB 粉剤 4   を 8 月 に 4 回撒布。

　ウ ン カ，ア ワ ヨ トウ　 PB 粉剤4 ］〈gを 9 月に 3 回撒布 。

　 イ モ チ 病　メ ル 粉剤4  を 7 月，8 月に 1回，　 9 月に

　　　　　 2 回撒布 。

　紋枯病　ア ソ ジ ン 4  を 8 月に 2 回，9 月 2 回撒布 。

2， 試 験 経 過 の 概 要

　移植当時 の 5m 前後の 風で や や 植傷み が み られ た が，

7 〜 8 月の 好天候の た め に 分 けつ は旺盛 とな り，生育 は

良好 で あつ た。 9 月上〜中旬 は長雨 とな り430mm 程後

の 降雨があ り．稲 は 軟弱 と な り，徒長 し下葉が む れて 根

の 老 化 を早 め授 精 や，登 熟が 相 当 に 阻 害 せ られ た もの と

考 え られ る。9 月27日 よ り一部 に 倒伏が 始 ま り降雨の た

び に 倒伏が 大 き くな り，成熟 期に は 全 体的 に 中〜多 の程

度 とな つ た 。 病害虫 の 発生に つ い て は 二 化 メ イ 虫，ウ ン

カ，紋枯病の 発生 は 比較的少 な く，出穂後多雨の た め籾

枯病 ， 穂首 イ モ チ 枝梗 イモ チ 病の 発生が見 られた 。
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　3， 試 験 結 果 と 考 察

　  　生育　草丈は 始 め よ り徒長気味で あ り茎数 は 田植

後 17日で 目標 の 茎数と なつ た 。 有効茎 歩合 は60 ％前後 を

示 し，3．3m2 当 りの 穂数は 1株 6 本植 で 2，1GO本 と な り，

他 は 1，　800 〜1，900本と なつ た 。 主桿出葉数 は 1 本〜184，

3 本 〜 174，　6 本〜164 と なつ た が 挫折強度は 1 株本数

の 多い ほ ど弱 くな傾向が 見 られた。

　（2） 分解調査　上 位，下位節間共稈長の 高 い ほ ど長 く

倒伏が 大 きか つ た，6 本植 と東 3 本植の 下位節間は 長 か

つ た 。

　標準 田 に比べ 試験田 は 1 穂粒数 は 多い が 穂重 は 稔実不

良 の た め に軽 くル た がつ て ・ ＊立棚 ・さ く・屑粒歩合 や

籾褶歩含 が 悪 か つ た。  　　
’

第 正 表 出 穂 成 熟 期 調 査

区　　名
成
熟

期

揃

　
数

穂

　
口

出
穂
期

傷

　
度

植

　
程

結実
　　　稈長 　　穂長 　　穂数
日 数

坪当 成熟期 倒 伏 穂 首

　　　挫 　折 　　　　　枝 　梗
穂 数 　強 　度 （成 熟 期 ） イ モ チ

植

植

植

植

樹

樹

田

本

本

本

本

本

本

準

　

　

　

　

60

2361

東

西

標

　　　　月 H 　　　　月 日．
　 少 9．781Li55

　 ” 　　　　9．7　　8　　　11．　1　　55

　 ” 　 　　9．6 　 7　 　 10．31 　 55

少 〜 中　 9．8　 7　 11．1　 55

　少　　　　9．8 　　8　　　11，　2　　55

　 ” 　 　 　9．6 　 6 　 　 11．　I 　 S6

　 ”　　　　9．5’　　5　　　10．25　　50

　 cm 　 　 cm 　 　 　 本　 　 　 本
93．8　　　19．1　　　 15．1　　　1880

91．2　　　19呷6　　　工5，3　　　1832

95．1　　　20．0　　　17．3　　　2112

92，6　　　19．9　　　i4．8　　　1807

93，6　　　19．3　　　16．0　　　1954

96．7　　　20．0 　　　夏斗．9　　　1819

84．4 　 　 18．2　 　 19．2 　　 1248

570．4　巾〜多　　多

510．4　　多　　申〜多

466．8　多〜甚　　中

597．4　　軽　　　”

375 、8 多〜甚 多
598．6 中〜多 中

617 ．3 ム ム
ービ

第　 2　 表 収 量 調 査

区
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合

　
　

％

籾
歩

籾

重

　
立
g

精
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当

重
　
籾
ga

精

当

重
　一
フ

9a
ワ名

2 本植 平 均

3

〆
01

〃

〃

〃

東（3 本植）

西 （　
”
　）

標 　 準 　 田

93．295

．4

工04，392

．　696

．9102

．367

，8

78．881

．斗

78．58Q
．082

，584

．063

．3

58．057758159058058259179．279

．679

．080

．工

78．980

，083

．6

a 当 　同

…
玄 米 譜璽 　 　 籾／ワ ラ

玄 米 璽 　 比 率 　　1立重 　 歩合　 千粒 重 　　比　　 容量

　  ％ 9 ％ 9 ％ （石 ）

62．斗　　　96．3

64，8　　　100，0

62．0　　　95．7

64．0　　　98．8

65 ．1　　121．5

67．2　　 125．斗

53．6　 　100．0

831s3583083082S8308355．8 　　2L9 　　84、6 　 4，171

6、2　　　22 ．0　　　85．3　　4．311

6，6　　　21，8　　　75．3　　4．豆50

5，6　　　22 ，1　　　86，4　　4．28斗

5．4 　　21．9 　　8S．1 　 4．357

5．8　　　22 ，1　　　 82．1　　 斗．498

2，1　　　23 ，1　　　93．4　　3．566

　（3） 収量　収量は第2 表の 通 りで あ る が，3 本植が最

も多 収 を示 し，1 本植 は 倒伏や 病害が 少 く，登 熟は良好

で あつ た。6 本植は 総粒数は最も多い が，早期倒伏 に よ

り稔実や 籾褶歩合は 悪 く屑粒重歩含 の 増加，千粒重 の低

下 に よつ て 相当に 減収 し た もの と思われ る 。 また 玄米 19

重 や 干粒重 が軽い こ と は 粒 の 充実が 悪 い こ とを 示 し，

L86 の粒数が 標準区 に 比べ 約2，800粒．前年 の 同試験 よ

り2，000粒多か つ た 。 こ の よ うな状況 で も前年 よ り約 186

の 増収 を 示 した こ とは穂数 や 総粒数が 極 め て 多か つ た た

め と考えられ る 。

ま と め

　以 上 の こ とか ら深 耕，多肥，栽培 に は健 苗 を 1 株 2 〜

3 本とし た方が よ い よ うで あ る。密植栽培で は 最初か ら

密植 に よ りあ る程度の 穂数の 確保が 出来 て い るの で ， 有

効分 けつ 期以後 の 過剰分 けつ を抑え，個 々 の分 けつ の 充

芙 をは か り，倒伏の 原因 と な る 下位節問の 伸 び すぎを警

戒 し，止葉 や下葉を 過繁茂 させ な い よ うに，後期の 追肥

を輝す時期 と量 に 留 意 し，地 上 と地下部を調和 させ て 健

康 な育 ちを は か らな ければな らな い 。
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　　　　　 II，深耕，多肥 ，密 植 運 絡試験

　　　ま　　え　　が　　き

　最近，大型 トラ ッ ク タ
ー

に よ る深耕が 冏題 と なつ て き

た の で ， 深耕田に おい て 品種 と栽植密度及び施肥量 に つ

い て 比較検討 し，深耕 した 場合の 耕種法 を確 立 す る た め

本試験 を行な つ た。

　1． 試 験 田 の 概 要

　（1） 面積　18a （深耕区 10a ，普通耕区 8a ）

　〔2） 施 設　田面下 75c皿 に 陶 管 （径 9an　× 長 60cm） を 5m

間隔に 4 本埋 め， 之 よ り排出す る水 は 圃場の 東端 に IZ

（m3 ） の 集水槽 を 作 り水位 を 調節 した 。

　 （3） 耕起 その 他　深 き 30   位に 耕起 し ， 堆肥約 6 ト

ン ， 硅酸苦土石灰 20〔〕  。

　2． 試 験 方 法 の 概 要

　（1） 深耕田　  5 月25 日播 6 月29 日 植 （35日苗）  供

試品種及 び系統数 5　   竊櫃密度 （1株 3 本植）

　 a ．m9 当，25 ．3株 （33   × 12   ）（坪83．　5株）

　 b ．m2 当，30 ．9株 （27（皿 xl2   ）（坪 102株）

　C ．mz 当，37 ．0株 （18cm× 12c皿）（坪 12Z・1株）

  施 肥 （10a 当  ）

　A 　倍量肥区 （普通田標肥の 2．25倍）

　 　 N20 ．5 　 P 　 22．5 　 K 　 22，5

　 B 　増肥 区 （普通 田標 肥 の 1．5倍 ）

　　N13 ．5 　PIS ．O 　K15 ．O

　（2） 普通 田 （対照区）  ，  は深耕田 に 同じ。

◎栽打直密度 　（1株 3 本植）

　 a ．m2 当25．3株 （33c田　× 　12c皿 ）（坪835 株）

　 dエn2 当 19．8株 （24  × 12  ） （坪 65．3株）

  施月巴　（10a 当kg）

　 C 増肥区 （普通 田標準肥の 1．5倍，深耕田B に 岡　）

　D 標準肥区 （普 通 田 の 標準） N 工0，P10 ，　 K 　IOkg

　（3）　 1区面積及 び 区制　 1区 15m．2 （4・5坪＞ 2 区制

　 （4＞ 水管理，病害虫防除，多収穫 1号田に 同 じ

　 3． 試 験 経 過 の 概 要

　生育経過 の 概要 は ， 1号田の 生育 とほ ぼ 同様 で，9 月

の 長 雨 で 籾枯病 を多発 した 。 又 ナ カ セ ン ゴ ク や 西海 59号

（深耕田倍量区） は 倒伏 し た の で 収量が あが ら な か つ

た 。 坪刈は ユ0月30日に行な つ た。

（D　収量 及 び収量構成要素

　　　　 （品 種 別 の 比 較 ）

区

　
別

二

品

種

名
｛ ・

abCabCdada
　

　

　
「

　

一

　一

…
A

　

B

　

C
、

D

…

f
1

　

　

1

西

海

62

号

1
株

穂

数

3．3m2

穂 数

1　　 3．3m コ
　 総実

穂
　　　　　　　 歩 合
粒

数 　　総 粒数　　％

挫

折
強

度

粒
歩

　

　

％

層

璽

合

鯔

 
米
粒
　

　

9

玄
千
重

晶
％

a

玄
重
g

10
当
米
k

 

実

数

隠

総

粒

17．フ　 1，478 　91．8 　 135，68〔）　85．9
17．4　　　1，775　 9S．3　　　169，158　　75．O
IS．3　　1，868　93，6　　 165，485　 79，8

17．0　　　1，420　　93．2　　　132 ，斗S6　　82，1
13、9　　1，418 　92．7　　13正，449 　86．6
12，5　　 1，526　 86．9　　132，609　 83．1

22 、5　　　正，469 　　9〔）．7　　　133 ，238 　　81 ，6
17，三∫　　1，451 　 8？．E「　　130 ，760 　 8斗．8

19．3　　聖，260 　71．2　　　89，712　 83，8
1b．5　　　1，378 　　73．斗　　　101，隻斗5　　87，2

2

1？
i

弩〕

H6 ，549126
，869132
，057108

，756113
，83S1

／0，蓋98108

，722110
、88475

，17988
，198

abC一A

己

dC

［B

da一C

da一D

621 　 13S ．0 　22．9 　78 ．0 　 6．2 　 51呂

6〔）2　　130．9　 22．9　 75 ．9　　6．9　　934

608 　 132．2 　23 ．9 　77，6 　 6．6 　 5正6

632 　　　137，斗　　23．Eζ　 78．9　　 5．1　　 683
674　　　146，5　　23，7　　79 ，1　　4．7　　 609
6／4 　 133．5 　23．6 　78 、6 　 5，6 　 566

525　　　11斗．1　 23。4　　79．1　　 5．3　　 530
505　　　LO9．8　　22．9　　80，0　　　7．0　　　516

460 　 100　　23 ．7　81．3 　 3，6 　 570
535　　　116．3　　23，3　　82、置　　3．6　　565

20．517
，915
．117

．414
．214
．023

、617
，519

，617
．5

1，7韮2　　86．1
1，826　85．2．
王，8斗0　　80，5

王，斗53　 85，ヰ
1，448 　84，6
1，709　　86 ．9

1，541　 86．6
1，461　 呂9，3

／，280　　74．2
1，461　75．D

147，403　　83．！
155，575　79．6
148，120　 81．5

正2斗，086　　79．5
122 ，501　75．3
148，512　79 ．2

133，451 　78．9
130，斗67　　82．0

94，976　 87．9
109，575　　87，3

122，492123
，838120
，71898

，64892
，243117
，622105

，293106
，98365

，90495
，659

5865785

ブ45766136U519515458562

正27．9　22 ，8　78 ．3
126．2　 23 ．0　 76．0
125．3　 22．9　 77．斗

125．8　　24，0 　　78，0
133，8　　2斗．0　　77，2
133 ．4　 23．0　 79．2

】13．3 　23 ．8 　78．8
112．5　　23，2　　78．4

100　　　24．1　 80．2
122．7　 24．0　 80．7

32672312

斗

2

乳

乳

眠

55666

斗

4

408396363516458459

、

54847252

斗

486

告｛
A −

1鮴 1鑼 結ii撚 1131
，529　　556 　　王15，3　 23 ，7　75 ．6　　7．0　　388

正26 ，475 　 544 　 112 ．9 　24 ．1 　76．0 　 6．8 　 468

116，94斗　　　571　　　118 ．5　　23．3　　76 ．4 　　　7．7　　　332
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（4） 玄米千粒重の 比較

　   　 晶 種 と耕 起条 件

られ る 。

　　　　　　　深 耕 田　　　普 通 田

雑 名

露 驚 粛 霧

む す
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平 均
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！／）　耕起 条 件 と密度及 び施肥量 に よ る 変 化

　　　　　　　　　　　　　　　 （5品種平均 ）

区　　男旺　　栽植密度　　　倍量且巴　　　土曽　　肥　　　　標準且巴
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び

　 　 　 　 　 　 　株
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　 ％
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．394

，3

普通 田｛ 器：：

4．　 考 察

　  　3．3（m2 ）当穂数 と収量

　単位面積 当 り穂数 と玄米収量 との 関係 に つ い て み る

と，3．3（m2 ）当 り1，4DO 本以一ヒに 600  以上が 多 く，昨年

の 気象条件で は，1，700〜1，SOO本台に はむしろ多収 の 傾

向が少 なか つ た 。 また 深耕田 に は600   以上 が 10区あり，

5斗0〜600kgの 収量 も普通 田 よ り深 耕 田が断然多く， それ

に 反 し て 540  未満 の 収量は 普通田が多 く，こ とに 480 

未満は普通田 だ け で あ つ た。

　  　栽殖密度及び施肥条件 と，
3・3（m2 ）当穂数

　密植に よ り穂数 は確 保 しや すく．密度が少 な い 場合 は

施肥の 増加 に よつ て ， 穂数が確保 で きる 。
つ ぎに 3．3

（m2 ）当 83．5 株区 で 同
一

施肥量の 深耕田と普通田で は，

深 耕 田 がや や 穂数 が 多 くなつ て い る。　な お， 普通 田 の

65．3株で は増肥 に よつ て 穂数は増加 の 傾向が 見 られ る 。

　◎　栽植密度及 び 施肥条件 と収量

　玄 米 600kg の 収量 を あげ た 区は ／0区に な るが ，何れ も

深 耕 田 で あ り， 栽植密度 で は 122， L株 が 斗区，102株区

が 4 区，83 ．5株区が 2 区 と な つ て い る。ま た これ を施肥

条件に つ い て み る と，深耕 田 の 密植区で は 倍量肥区 よ り

増肥区が多収 の 傾向 を示 し，株数 の 少 ない 区 で は大 差 な

い が ， 普通田の 65．3株 で は標準肥 よ り増肥 に よ つ て 多収

の傾向が見 られ る 。
つ ぎに ，83．5株の 増肥区で は 普通 田

よ り深 耕 田 が増収を示 した 。 こ れ は単位面積当 総頴花数

及 び稔実歩合，玄米干粒重な どの 増加 に よ る もの と考 え

　（1） 品種　供 試 した 5 つ の 品種 は 中稈穂数型 か ら短稈

穂数型 に 属す る もの で あつ た が，深耕，多肥 密植の条件

下 で は倒伏に 強 く，ウ ッ
ペ イ度が少な くて 穂数の 確保が

出来 や すい 特性を具 え て い る 事が 望 ま しい 。 試験 の 結

果，密植 に よ つ て 1穂粒数 の 減少や稔実歩合及 び玄米千

粒 璽 の 低下，ある い は 屑粒重の 少 な い 西海 62号が最も有

望 で ， 次が西海67号及び西海 59号で あつ た 。 然し西海59

号 は，稈が や や 伸 び 過 ぎるの で，施肥量が 多すぎる よ う

な場合に は倒伏の 恐 れ が見られ る 。

　（2｝ 密度と施肥条件 密度 と施肥量を組 み 合 わ せ る

と，深耕 区 で は 6 区に な るが，最 も増 収 率の 高 い の は 増

肥 の 102株で 標準区の 約30％ の増収 を示 し た 。 ま た深耕

田 に お い て は 83．5株か ら 122，1 株 ま で の 閥に は倍量肥 の

』

効果が 認 め られず，か えつ て 83 ・5株 が 多収をあげ て い る

の に反 し，増肥区で 102株が多収をあげ，　 や や 密植 の 効

果 が 認 め られ た。な お 普通 田 の 標準肥で は密植 の 効果が

約 15％ を示 した が，増肥 で は 3 ％ 程度 と僅か で あ つ た 。

　（a） 深耕 田 と普通 田 の 比較　両区の 83 ，5株 で 金肥の 施

肥量が 同
一

で あ る増 肥 区 で は，深 耕 と堆 肥 の 増施及 び水

管理の 改善 な どに よ る 増収効果が 平均 10％ 余 りみ られ

た 。 しか し，その効果は品種間差が大 きく， 西海62号は

約 28％の 増収 を示 し， つ ぎが 67号 の 13％， 十 石の 6 ％

余 ， 酉海59号 の 3 ％ と増収率が低くな り，ナ カ セ ン ゴ ク

の よ うに 草丈が 伸び ，葉 の た れ る品 種 は逆 に 2 ％ 程度の

減収 を示 した 。

　以上本年度の 成績で は ， 深耕田は西海62号の 増肥 （標

準の 50％ 増）区で ，100株程度が最 も多収を 示 し た。

皿 。早植栽培に おける多収穫試験

ま　　え　　が　　き

　最近稲作 の増収を計る た め に は 口照時数の 多い 時期 に

出穂期登熟初期を移動させ る こ とが望ま しい とい われ る

が，佐賀県平 坦 肥 沃 地 に お い て は，8 月上，中旬の 日照

の 豊富 な 時期が ，最 も好条件 と考 え られ た の で ，こ の時

期 の 出穂期をね らつ た早槙栽培を大型 トラ ク ター
に よ る

深耕 と，多肥，密植の 条件 で 飛 躍 的 増収 を計 る こ とが出

来 るか を知 る た め こ の 試験 を実施 した 。

1，　 試験方法並びに 試験経 過 の 概要

（D　供試圃賜条件　応用連絡試験に 同 じ （豆 ）

（2） 供試面積　10 ア
ー

ル 　 1区2．5ア ル ，2 区制

（3） 品種　金南風

（4） 栽植密度　27  X 工2  m2 当30・9　 1条並木

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

60 永稲 の 深 耕 、 多 肥 密 植 試 験 の 結 果 に つ い て

　　　　　　 30cm − 18  x13 ．5mZ 当31・12 条並

　　　　　　 木

　　　　　　 一株苗数　3 本

（5） 播種及 び 移植期　4 月2D 日播〜 5月 20日植30 日苗

（6） 苗代様式　保温 折衷苗代　4 月 28日除紙

（7） 本田 施肥量 （a 当成分 量   ）

　　　　　 試験田　 N2 ．lP2 ，3K2 ，1

　　　　　 標準 田 　Nl ．OPI ．OI （ LO

（8） 経過の 概況　苗代か ら出穂開花期まで は 全般 に 高

温多照に経過 し たが ，糊熟期に な り，曇天多雨 とな り登

熟後期は 気象 条 件 は良 くな か つ た 。 生育を見る と 7 月中

旬まで は順調で あ つ たが ，8 月初め 頃 よ りや や徒長 の傾

向がみ られ，糊 熟期 の 降雨続 きに よ り全面的 に倒伏 を見

た 。病害虫 は ヒ メ トピ ウ ン カ に よ つ て 縞葉枯病 の 発生 を

み ，つ い で 紋枯病が部分的 に 見 られ，きらに 倒伏が登 熟

中期か ら大 きくな り，登熟歩合を低下 させ た もの と考 え

られ た 。

第 王 表　　生 育、出 穂、成 熟 期 調 査 成 績 （2 区平均）

試 験区名
主稈　　最高分 け つ 期　 縞葉枯
　　　　

一 ノ
ー 　　病被害　出 穂期

葉数　　草 丈 　　茎 数　 株　率

　　　　　　　　　　　　　　　倒伏の

成熟期　 稈 長　　穂 長　　穂数
　　　　　　　　　　　　　　　程　度

3．3星n2 　　有効茎

当穂数　歩　合

　　　　　　　 6　　　 c皿　　　本

讖 ・ ｛翻 ：：；21：ll二：1
％ 　 　 月 日

45 　　 8．12

45　 　 8，12

月 日 c皿 c皿 本 　 本 ％
9，2斗　　　94．1　　　20．1　　　16．9　　　　甚≡　　　1，720　　　53．0
9．24 　　　95．1　　　20．7　　　16．8　　　　”

　　　　1，723　　　57．9

標
齪鏘

当 17・・ ・… 28・・ 40　　　8．19　　　9．26　　　87．9　　　19，3　　　1斗．8 ム 重，亅8斗 51．斗

第 2 表 収 穫 物 調 査 成 績 6 区平均
そ の 1 （生 籾 調 整 ）

試験区名
　 　 　 　 　 　ワ ラ重

a 　 当
　
〆一 x

精籾重

59
興 糴
　 ％ 　 　 　 9

・験 ・｛撲 禦 纂 ；鴛　lii

重
合

　

　

％．

粃
歩

米
貢

　
粒

玄
千

9

左

合
　
　

％

同

歩

当

重

　

米

璽

a

屑

米

重

　
立

玄
19

当
重

　
米
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2．0　　　72．9　　　49 ．4　　　81．3　　　　6，5　　　11，6　　　20．6

1．8　　　71．5　　　46．5　　　81 ．6　　　　6，6　　　12．7　　　20，1

そ の 2 （乾 燥 籾 調 整 ）

試験・｛揉 ll：1 ：12
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第 3、表　　分 解　　　調 査 成 績

試 　験 　区　名
　　　　　 節
穂長
　 　 　 1　　 　 2

　 間 　 　 　長 　 　 　 （  〉
『｛u 一 一一 　　稈艮
3　　 　4　 　 　56 　　 　 7

　 　 　 　 　 　 cm
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均
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平

試　験
1

田｛；　黍　　i茸：：言9：920
．9　 12．4 　　9．1　　6．0 　　2．4　　1．〔〕　　　90．5　　　i，83　　　80，8　　　84．4

22．2　 12．斗　　9．7　　7．0　　2．7　　 1．3　　　95，0 　　　1、90　　　82．0　　　87．斗

標 準 巨日　　　19．2　3‘．ぎ　20．2　 11．2　　9．3　　5．6　　2．6　　1，4　　　85 ．8　　　1，93 　　　79 ．7　　　89 ．2

2． 成 績 並 び に 考 察

　（1） 主稈出葉　標準田 （2斗．6株）に比し 9L まで は 1

条， 2条区其に や や 早 く，後期 （10L 以降） は 逆に お く

れ，主稈葉数 は 密植区が少 な くな つ て い るが ，34年度 の

深耕多肥密植の試験結果か らみ て も，密植する こ とに よ

　 り主稈葉数が 減ず る もの と 思われ た 。

　　（2） 生育の 概況

　 草丈　試験田 が標準田 よ り高く， 1条区と 2条区を比

較す る と 2 条区がや や高い 傾向 を示 し た。

x　 茎数　草丈 と同…傾向 を示 し， 1条区 と 2 条区 を 見 る

　と，初期 は 2 条区が後期は 1条区が多い 傾向を示した o
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　出穂成熟期　標準 田 が試験田に 比 し共 に やや遅 か つ

た 。

　稈長，穂長，穂数　試験田 が 標準 田 に 比 し，稈 長，穂

長，穂数共 に よ く， 1条区，2 条区問で は 大差 はみ られ

な か つ た 。

　（3） 収量　糊熟期の 倒伏に よ り粃，屑米が 増 加 し 1 条

区，2条区間で は， 1条区が増収を示 し生籾調整区 と乾

燥籾調整区で は 乾燥 籾調整区が 屑米重少 な く，増収 を示

し た 。

　（4） 分解調査　調査 の結果，標準田よ り試験田は 約 5

〜 10  稈長 高 く，一
穂重は 逆に 軽 くな り，一

穂粒数 は試

験田 が多 く， 稔実歩合は 低 くな つ て い る 。

　　　む　　　 す　　　 び

　本試験 は初年目で しか も気象条件が 所期の 条件 に 反 し

た の で，結論 は出せ ない が ，収量構成要素の 互つ で あ る

穂数に つ い て は 1，700本前後確保 し着粒数 も少 な くな く，

一応所期の 目的を達成出来 た と考 え られ たが，最高分け

つ 期の 3，000本の 茎 数か ら見 る と，有効茎 歩合が低い こ

とは闇題 とな り，穂数確保 の 手段 と し ての栽植株数 　1

株苗数 と施肥量及び 方法 を検討す る必要があ る もの と考

え られ る。次に 出穂開花期は 好条件 で あ つ て も，登 熟期

間の不良環境，特 に倒伏は ， 2 次枝梗 の 粃，屑米の 増加

（草型 と施肥法試験か ら見て ） に よ り著 し く減収 した も

の と推測 され る の で 倒伏に 強 い 晶種 の 選 定 と，栽培 法，

と くに 施肥量 と施肥法の 究明が 望まれ 出穂後の 環境 （地

面 よ り葉先まで の 温腰，採光通風等）が よ くな けれ ば，

外気象条件が い か に よ くと も飛 躍 的増収 は 困難 と な る も

の と思 われ る。

昭和 35年 度 多 収 穫 試 験 の 登 熟 経過 に つ い て

秀 　　島　　礼　　太　　郎

　　 （佐 賀 統 計 調 査 事 務 所 ）

　多収穫の 要点 は え い 花数の 増加 と登熟の 完成 に あ る。

本年 の 試験に お い て えい 花数は十分確保 され tsが，登 熟

初期の 気象条件に 恵 まれ なか つ た等 の 原 因 もあ つ て 登熟

が不充分 に 終つ た た め，所期の 目的が達せ られ なか つ た

点に つ い て は担当者 が すで に指摘 きれ た 通 りで ある 。 本

年度幸い に も私 どもの 研究室で登 熟 に つ い て の 簡単な 調

査 を実施す る機会を与えられた の で その 結果 を 報 告 す

る。

1． 調 査 の あ ら ま し

　調査 の 場所 は 多収穫試験 1 号 田 の 西端約 1a に つ い

て ， 出穂期後20日よ り10日毎に 任意抽出法 に よ り100株

を抽 出 し，そ の 平均穂数 に 近 い 10株 を毎回選 定して ，え

い 花数の調査 と乾燥後籾摺調査 を各時期毎 に実施 した。

な お，比較区 と して は適 当 で な か つ た が∫ 気象感応敵験

（以下気感 試 と省略） の 農林 18号 で 同様 な調査 を実施 し

て い る の で 耕種法に 栢当 の 違 い が あ る が 参考 ま で に 記 載

し た 。

2． 調 査 成 績 お よ び 考 察

（1） 登 熟の 経過 に つ い て

登熟の 程度を表示す る要素と して，本調査で は授精歩

合，稔実歩合，稔実度， 登熟歩合 　収蠻度の五 つ と し

た 。 調査基準 は 次の 通 り

・・授精歩飯 難！鶸
　　授精粒 とは透視して子房の肥大が認め られ た もの 。

・ ・稔実歩鮭 驚！職
　　稔実粒 とは 籾褶で 可能 な限 り内容物 の 回収 を は か

　　り，回収出来 た粒とす る。

　ハ ．稔 実 度 ＝全 えい 花 千粒 当 全粒重

・ 澄 熟歩合 一
…離職

　　玄米 とは粒厚 1．7粍以上の 粒 とす る。

　ホ，収 量 度＝全 え い 花千粒当玄米重

　各時期の 調 査結果 は第 1表の 通 りで あ る。

　多収穫を気感試に 比べ る と何れの 要素 も相当低下 して

い る。もと よ り多肥栽培で は 地 上 部 の 過 繁 茂 に よ り初期

登 熟 は ち延 し勝 ちで あ る の に 本年 は特に 出穂期後 の 雨天

続きで 日照不足 し，同化能力が 減
・退 し，か つ 下 位葉の 葉

鞘部が むれ て枯 上 りを 早 め た た め 出穂期後40日以 後天候

は 圓復 し たが，登熟は ほ とんど停滞 し成熟期 （出後 50日）

に お い て は，気感試に 比 し 70％程度の 収量度に終つ て い

る。こ の 収量度 を 1次 枝梗着 粒 と 2 次枝梗着粒別に 見 る

と第 1図で 明らか な よ うに多収穫の 1次枝梗着粒が気感

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


